
１）法人化の注意点

（１）社会保険料負担の増加

法人化によって社会保険料負担が増加する

点に注意が必要です。厚生年金保険料も含め

た社会保険料全体を税金と同様の負担と考え

た場合、法人化によってむしろ経営全体の税・

社会保険料負担は増えることになります。ま

た、法人化の際には、家族従事者や従業員分

の社会保険料の負担増も考慮しなければなり

ません。とくに、従業員の分の社会保険料につ

いては、従業員の数が多いほど法人化に伴う

社会保険料の負担が大きくなりますが、社会

保険料は人材確保による経営発展のために必

要なコストと考えて割り切る覚悟も必要です。

ただし、医療など健康保険の給付内容は、

基本的に保険料に連動しないものの、厚生年

金の受取額は保険料に比例します。つまり、

厚生年金保険料は老後の備え、いわば貯蓄の

ようなものと考えることができます。そこで

社会保険料のうち健康保険料のみを純粋な負

担とした場合、所得税・住民税と健康保険料

の合計は、会社負担分を含めても法人化後の

方が少なくなり、有利になります。なお、家

族従事者の多い経営ほど、家族全体の社会保

険料負担の増加によって法人化の金銭的メ
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畜産の経営継承にかかる税務
第７回 法人化の注意点と法人化による経営継承に関してよくある質問①

農業経営コンサルタント・税理士 森 剛 一

今回は法人化の注意点と法人化による経営継承に関してよくある質問について解説します。

独立行政法人農畜産業振興機構 畜産業振興事業
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リットは少なくなりますが、一方で、就業条

件の充実により後継者の確保が図りやすくな

ることも法人化のメリットとなります。

（２）搾乳牛・繁殖牛の共済金への課税

個人の畜産・酪農経営の場合、固定資産で

ある搾乳牛・繁殖牛などの生物が死亡した場

合、受領した受取共済金のうち資産損失（帳簿

価額＋売却経費－売却収入）を超える部分に

ついて所得税が非課税となります。しかしな

がら、法人の場合、受取共済金に通常通り法

人税が課税され、非課税扱いにはなりません。

（３）みなし譲渡所得課税

法人に対して時価の２分の１未満の価額で

譲渡したときは、時価で譲渡したものとして

譲渡した本人の譲渡所得として課税されるこ

とになります。なお、みなし譲渡所得課税に

は、発行法人に対する自己株式の譲渡も対象

となります。

一方、時価を下回る金額で持分の譲渡を受

けた相手方の法人には、時価と譲渡対価との

差額が受贈益として法人税が課税されます。

ただし、発行法人による自己株式の取得は資

本等取引となるため、受贈益としての課税は

生じません。

２）法人化による経営継承に
関してよくある質問

Q１ 肉用牛経営を経営継承する際に多

額の贈与税が課税されてしまいますが、

円滑に経営継承する方法はありませんか。

法人化による経営継承

肉用牛経営の場合には、棚卸資産を子に贈

与するのではなく、売買すると税負担が少な

くなります。ただし、親子間で個人事業とし

て経営継承を行う場合、親における消費税の

納税が、子における消費税の還付よりも先に

なるため、納税資金を準備する必要がありま

す。この問題を回避するには、法人を設立し

て経営を承継し、将来、法人の代表を子に変

更する方法が有効です。個人事業と異なり、

法人は事業年度を任意に設定することがで

き、設立初年度は１年間でなくても構いませ

ん。例えば、３月決算の法人を２月１日に設

立して父の事業から資産を譲り受けた場合、

５月末申告で経営承継をした年の夏頃には消

費税の還付を受けられます。一方、父の事業

における消費税の申告期限は翌年３月末日

（振替納税の場合の納税はその翌月）となり

ます。従って、父の消費税の納税が法人の消

費税の還付の後になるため、法人における消

費税の還付金を資産の譲渡代金の一部として

父に支払うことで、その資金を父の消費税の

納税に充てることが可能になります。

なお、肉用牛経営の場合、設立した法人が

「肉用牛売却所得の課税の特例」の適用を受

けることで、会計上は黒字であっても税務上

の青色欠損金が生じ、数年経過した時点でそ

の額が多額になることがあります。この場合、

資産の譲渡代金の一部を免除してもらって法

人に債務免除益を計上しても法人税が課税さ

れない一方で、株の評価が上がっても貸付金

が減ることで父の財産の評価を減らすことが

でき、相続税の負担を軽減する効果も期待で

きます。ただし、子が法人の株主・出資者と
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なっている場合、債務免除をした父から子へ

贈与したものとされるおそれがありますの

で、債務免除を予定している場合には、父の

１００％出資により法人を設立し、債務免除を

してから子に株式を移譲することになります。

経営継承における法人経営のメリット

法人経営では、アグリビジネス投資育成株

式会社を活用した経営継承や事業承継税制の

適用によって、さらに相続税・贈与税の負担

が軽減されることがあります。アグリビジネ

ス投資育成株式会社が農業法人の株式等を取

得する場合には、特例的評価方式の適用が認

められており、この場合、純資産価額よりも

低い評価額となります。このため、第三者割

当によって増資した株式等をアグリビジネス

投資育成株式会社が取得する場合、その払込

金額は純資産価額を下回るため、アグリビジ

ネス投資育成株式会社による投資後は、既存

株主の１株当たり純資産価額が投資前に比べ

て下がります。その結果、相続税や贈与税が

軽減されることになり、経営継承の円滑化に

資することになります。なお、アグリビジネ

ス投資育成株式会社では投資からおおむね１０

年を目途として後継者等に株式の買戻しを求

めることがありますが、この時の株価の評価

も投資した時と同様の方法によります。

また、平成２５年度税制改正で事業承継税制

（非上場株式の相続税・贈与税の納税猶予制

度）が拡充されました。事業承継税制とは、

中小企業の後継者が現経営者から会社の株式

を承継する際の相続税が８０％、贈与税が１００％

軽減される制度です。これまで制度利用の前

に経済産業大臣の事前確認を受ける必要が

あったり、現経営者が贈与時に役員を退任す

る必要があったりしたため、農業法人では活

用が進んでいませんでした。税制改正によっ

て、平成２５年４月以降は経済産業大臣の事前

確認の必要がなくなったほか、平成２７年１月

以降は現経営者も代表者を退任するだけで有

給役員として残留できるようになるなど大幅

に使いやすくなったため、今後は、農業法人

においても活用が進むと期待されます。

次回は引き続き法人化による経営継承に関

してよくある質問を紹介します。
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地域の概要

芹沢恵介さんの住む熊本県菊池市は、平成

１７年３月２２日に旧・菊池市、菊池郡七城町、

旭志村、泗水町が合併してできた「豊かな水

と緑、光あふれる田園文化のまち」です。

熊本県の北東部に位置し、北部の八方ヶ岳

から東部の阿蘇外輪山の鞍岳まで山岳が連な

る山林に囲まれた地域で、菊池川により形成

された菊池平野を中心に肥沃な土地を形成し

ています。

また、中世、菊池一族の統治による九州の

政治・文化の中心地として栄え、政治・教

育・文化面において大きく影響を与えている

歴史、伝統、文化を誇る都市でもあります。

産業としては、豊かな水資源と肥沃な大地

を活かした農林業を基幹産業としており、特

に畜産業においては、西日本有数の産地でも

あります。

恵介さんが所属する菊池地域農業協同組合

の平成２７年度末時点での酪農家戸数は、１５１

戸、飼養頭数は約８，４００頭、生乳生産量は約

７万６５００ｔと、県内はもとより、九州内でも

最大の酪農生産地帯です。

牧場の概況

恵介さんは幼いころから牛がそばにいる環

境で育ち、高校進学の際には家業を継ぐこと

を意識し、地元の菊池農業高校へ進学しまし

た。高校卒業後は、北海道で１年間の実習を

経て１９歳で後継者として就農しました。就農

後は、父から牧場経営を学び、２５歳で結婚を

したのを機に経営移譲されました。

牧場の経営は、昭和３０年に祖父が２頭のホ

ルスタインを導入したことにより始まりまし

た。父と恵介さんの代で規模拡大や施設整備

全国酪農青年女性会議および全国酪農業協同組合連合会主催により７月１４・１５日に開催され
た第４５回全国酪農青年女性酪農発表大会・酪農経営発表の部で最優秀賞（農林水産大臣賞）
を受賞した芹川恵介さん（熊本県）の経営を紹介します。

おらが故郷の経営自慢おらが故郷の経営自慢

酪農の魅力「ゆとり」を作り出す酪農経営
全国酪農業協同組合連合会 指導・企画部 吉 村 薫

（写真１）家族の集合写真
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を行い、平成２８年１月に株式会社KRSを設立

し法人化しました。現在は図１のような牛舎

（フリーバーン）で経産牛８２頭、未経産牛５０

頭を飼養しています。平成２７年度の出荷乳量

は８７９ｔ、経産牛１頭当たりの乳量は１万０３１４

kgです（表１）。牧場作業は、恵介さん、妻、

父、母、弟の家族５人が、表２の作業分担を基

本に、週休１日制で行っています。

経営の特徴

恵介さんが就農した当初の牧場は、本人と

両親、弟の４人で牛舎内の作業と自給飼料生

産を行っていましたので、収入面でのゆとり

は確保できたとしても、本人や家族にとって

それらの作業は体力的にきつく、時間的な余

裕がない状況でした。「時間にゆとりをもって

収入も確保できる酪農はできないか」と、お

そらく多くの人が考えるように、恵介さんも

就農時からその点について検討してきました。

そのような経緯から、考えだした経営方針

は、「効率化された経営」と「効率化された作

業」の２つを牧場経営の両輪とし、収入と時間

のゆとりの両立を目指すというものです。そ

して現在の経営は、家族が比較的ゆとりを感

じながら作業が行える状況まで進んでいます。

（１）「経営の効率化」

～marché（マルシェ）牛群の構築～

① marché牛群とは

経営の効率化において注力したことは、効

率的で飼いやすい牛群の構築です。この牛群

は、現在の牛舎容量と作業する家族の負担を

無理に増やさず、利益を増す「marché牛群」

を意味しています。

同牧場では、施設の規模から検討した結果、

搾乳頭数を７２頭までとしており、経産牛は４

産後を目安に更新しています。更新後は、自

家育成による若い牛を加えて搾乳頭数を維持

しています。

このように、より良い牛で牛舎を満たすた

めに、基準を設け更新し続ける牛群を、毎朝、

店先にとれたてのおいしい食材ばかりが並

ぶ、marché（市場）に例えて名付けたのです。

② marché牛群構築のために必要なこと

～自家育成による安定した後継牛確保

と個体能力の把握・改良～

この牛群サイクルを実現するために必要と

（図１）牛舎見取り図

（表１）牧場概況

（表２）家族構成および作業分担
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なったのは、まず自家育成による安

定した後継牛の確保です。そのため、

受胎しやすい季節（１０～４月）のホル

スタイン精液授精においては、ほぼ

性判別精液を利用し、計画的に後継

牛を年間２５～３０頭程度を確保しています。

それに加え、年間を通して、ホルモン処置

後の黒毛和種のチルド受精卵（非凍結チルド

保存されたもの）移植を行っています。チル

ド受精卵の利用については、妊娠すれば黒毛

和牛の産子による高い副産物収入につなが

り、妊娠までつながらない場合でも、施したホ

ルモン処置が繁殖の治療につながるため、積

極的に利用しています。なお使用するホルス

タイン精液は、自分の牛舎にあった後継牛を

残していくために、乳器と体型面の改良を重

視して選ぶようにしています。さらに、繁殖検

診は月に２回行い、妊娠していない牛をいち

早く把握して対応できるよう心がけています。

次に、生まれたホルスタイン雌牛は、自動

登録で全頭血統登録し、体型調査や牛群審査

を受けるとともに、牛群検定に加入すること

で個々の能力を明らかにし、それを把握する

ことで更なる能力の改良を試みています。

③ marché牛群の効果

（効果１）

一般的に高泌乳牛で疾病のリスクが高ま

り、管理が難しくなる４産以上の牛をほとん

ど在群させないことで、診療費の削減（平成

２４年と平成２７年を比較で、４０万６４３５円削減）

に効果があり、治療のための時間的拘束も少

なくなりました。（表３）

（効果２）

若い牛群は高産次牛が多数存在する牛群に

比べて、体細胞数の上昇を抑えやすく、乳質

の向上に効果がありました。平成２４年の年間

平均体細胞数約１４万、リニアスコア２．４とい

う実績に対し、平成２７年には平均約１３万、リ

ニアスコア２．２へと減少させることができま

した。また、昨年は、九州生乳販売農業協同

組合連合会が開催した、平成２６年度生乳品質

共励会で優良賞を受賞することができ、牧場

で働く家族にとって、今後の更なる乳質向上

への意欲向上につながりました。

（効果３）

牛群の改良速度を速めることで、牛群の改

良を行いやすくなりました。なお、当牧場の

牛群は、図２および図３に示すように、比較

的体型と能力が高いため、更新の対象となっ

た牛の一部については、個体販売も可能と

なっています。このことにより、副収入の確

保につながりました。平成２７年の経産牛の個

体販売実績は１０頭となっています（図４）。

（２）「作業の効率化」

①群分けによる牛の体調管理の効率化

恵介さんが経営移譲を受けたころの牛舎で

は群分けがされていませんでした。これによ

り弱い状態にある牛にストレスがかかること、

そして何より、牛たちの微妙な兆候を見逃し

（表３）診療費の推移

（表４）乳質の推移
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てしまうことに非効率性を感じていました。

そこで、経産牛舎側を２群（分娩を終えた

フレッシュ牛群と通常牛群）、育成、乾乳牛

舎側を４群に分けて管理することにしまし

た。特に分娩を終えて間もない牛と、出産を

間近に控えた牛について効率的に観察できる

ようになり、産後の疾病への早めの対応や分

娩事故防止に効果がありました。

②作業の機械化による人為的作業の削減

日頃の牛舎作業には、搾乳以外にやらなけ

ればならない作業が多数あります。その作業

の中で人が行わなくても機械に任せられるも

のについては積極的に機械化を進めています。

（哺乳ロボット）

子牛への哺乳は、哺乳ロボットにより

行っています。当牧場は自家産の牛で牛群

を構成しているため、哺乳作業は日々の作

業となり、対象牛が多い時期には、一回の

作業当たり１～１．５時間を費やしていまし

た。このような状況から、哺乳の機械化は

牧場の省力化に効果的だと判断し、哺乳ロ

ボットを導入しました。これにより人が行

うより安定した哺乳が可能となり、子牛の

良好な発育も実感しています。

（餌寄せロボット）

搾乳牛舎の餌寄せ作業は、ロボットを使

用しています。人が行っていた毎日４回の

餌寄せを、ロボットを使用し９回行うように

しました。元々人が行う際も１回当たり５

分程度の作業だったため、作業時間の短縮

はわずかです。しかし、一日のうちで定期的

に行う必要があるこの作業を機械化したこ

とで、５分の作業のために昼間の自由な時間

が作れない状況を回避できたうえ、餌寄せ

回数を増やせたことで、牛がより満足して

採食できる環境を整えることができました。

（監視カメラ）

分娩の事故を未然に防ぐことと、不測の

事態に迅速な対応を取るために４台の監視

カメラをリースにより導入しました。現在

は台数を増やし計７台のカメラで牛舎内外

（図２）決定得点（２歳以下）の推移
（牛群審査・体型調査）

（図３）個体平均乳量の推移（牛群検定）

（図４）経産牛売却頭数と経産牛平均産次の推移

2016.9.15 No.322 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

7



の様子を離れの部屋に設置したモニターと

スマートフォンで常時確認できる環境を整

えました。なお、特に細かな監視が必要な

哺育牛と分娩を控えた牛群、そして広い範

囲を監視する必要がある搾乳牛群用には遠

隔操作で撮影の向きを変えられるものを設

置しています。

このカメラのおかげで、他の牛に追われ

てスタンチョンにはまったまま倒れてし

まっている牛を、研修に出かけていた私が

気付き、家族に報告し、牛が大事に至らな

かったことがありました。このような時に、

カメラを設置してよかったと実感していま

す。そして何より、カメラで常時牛を観察

できる安心感から、牛舎を離れて行う研修

や作業に集中できています。

③自給飼料型TMRセンター（株式会社ア

ドバンス）の利用による飼料生産

㈱アドバンス（以下アドバンス）は旭志地

区の出資者である構成員２０戸により設立され

た自給飼料型TMRセンターです。私の牧場

もアドバンスの構成員として設立当初から

TMR飼料を利用しています。TMR飼料に使

用するトウモロコシサイレージは、センター

が中心となり、耕起と播種を構成員の酪農家

が、その後の収穫作業とサイレージ調製をJA

菊池旭志中央支所コントラクター利用組合へ

委託し作られます。そして、最終のTMR調

製を工場で行っています。なお、圃場への施

肥は、各農家が行っており、同牧場も、畜産

農家と共同で建設した堆肥舎で堆肥化したも

のを１２月中旬から４月初旬にかけてほぼ全量

（一部譲渡があるため）を還元しています。

恵介さんにとってのセンター利用は、所有

する畑約１９ha（アドバンスが使用している

総面積は約１３６ha）でのトウモロコシ栽培か

ら、サイレージ調整までをアドバンスに作業

委託するという新しいスタイルの自給飼料生

産方法だととらえています。そのため、同牧

場の飼料は全量購入にみえますが、トウモロ

コシ部分についていえば、効率化して生産し

た自給飼料です。

なお、供給されるTMR飼料は、発酵タイ

プであることから、安定した品質で牧場へ供

給されます。そのため、牧場では牛群の状態

に合わせ、わずかに手を加えるだけで給餌す

ることが可能となりました。飼料生産にかか

る作業負担が大きく軽減されたことで、家族

の労働に大きなゆとりが生まれています。

（３）（経営＋作業）効率化の効果

marché牛群により、牛の健康と改良を意

識すること（経営の効率化）で、治療にかか

る余分な出費と労力を抑えています。かつ高

能力の牛群からしっかりと生乳を搾って酪農

家として安定した収入を得たうえで、チルド

受精卵で生まれた黒毛和牛や更新する経産牛

の個体販売により、副収入の確保による経営

の安定化を図ることができています。

また、作業を効率化することで、毎日必ず

行う作業だけでも１日当たり３時間の作業時

間の削減（図５）ができ、これを一年間に換

算すると１０９５時間（約４６日間）のゆとりを作

り出すことができました。８時間労働のサラ

リーマンで考えると約１３７日分の出勤に当た
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ります。さらに、家族総出でとても忙しい時

期という感覚のあった、トウモロコシ刈り取

りからサイレージ調整にかけての季節も、ア

ドバンスの利用により、家族全員がゆとりを

実感できています。

このゆとりを使って、父は好きなお酒を友

人と楽しみ、母は大好きな庭の花いじりし、弟

さんは趣味の娯楽を楽しむことができていま

す。また、奥様は地域の女性部の活動に参加

したり、友人と食事やネイルを楽しんだりと

アクティブで、恵介さんはもっぱらゴルフを

楽しんでいます。そして夫婦二人での外食や

買い物といった、恵介さんにとって大切な時

間もゆっくりと楽しむことができています。

恵介さんが考える酪農の魅力は、仕事にも

それ以外の生活にも、ゆとりを感じ、楽しめ

る産業であるところにあるといいます。

ゆとりの時間で充実した活動を

（１）地域での活動

恵介さんの住む地域は、青年部や同志会な

どの活動が盛んです。就農と同時に仲間入り

し、活動しています。地域の酪農家の特徴と

して、牛の改良についての意識が高いことが

あげられます。品評会などにも積極的です。

写真２は、熊本県乳牛共進会でグランドチャ

ンピオン・リザーブチャンピオンをダブル受

賞した際の写真です。また、参加者の希望を

反映した内容の勉強会や講習会を開催してお

り、新しい情報にふれて学べる場所となって

います（写真３）。また、全体的に酪農家同

士で世代を問わずに意見を交わしやすい開か

れた関係が築かれていることが、地域の酪農

生産力の維持と向上に役立っています。若い

世代の後継者も参加しており、今後も九州で

開催予定の第１５回全日本ホルスタイン共進会

への出品も視野にますます盛んな活動をする

ことが期待されます。

（４）こだわりの生乳生産と消費者との関わり

牧場で生産される生乳はnon-GMO生乳で

す（これは、乳牛に遺伝子組み換えされてい

（写真３） 勉強会の様子

（写真２）県乳牛共進会にて旭志地域でGC・RC同時受賞

（図５）効率化に伴う作業時間の変化（主な牛舎作業のみ）
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ない飼料のみを給与し生産するいわば、

こだわりの生乳）。給与できる飼料や添

加剤が制限された中で牛を管理すること

に難しさはありますが、それ以上に、恵

介さんは、こだわってつくった牛乳にこ

だわってくれる人がいることに喜びと誇

りを感じています。

そして、non-GMO生乳を生産することで、

日ごろ牛乳を飲んでくれている消費者の方々

と交流ができています。それが年に１度開催し

ている酪農ホームステイです。子どもたちを牧

場に受入れ、２泊３日で作業を見たり手伝っ

たりの酪農体験をしてもらいます。はじめは、

牛を怖がっていたのに、少しずつ牛になれて

いく子どもたちを見ると嬉しくなるそうです。

そのほか、奥様は、他の受入農家と一緒に

受け入れた子どもたちへのアイス作りやピザ

作り体験などを企画し、生乳を搾るところか

ら食べるところまでのイメージがつながるよ

うに工夫されています。また、昨年は子ども

たちの体験の様子を、それぞれの家族にも伝

えたいと考えた奥様が、体験会の写真を手作

りのアルバムにして、子どもたちにプレゼン

トしていたようです。このように、受け入れ

る側の酪農家は、子どもたちに、牛乳がどう

やってできているのかを体験してもらうこと

で、ずっと牛乳を好きでいてもらいたいし、

もっと好きになってもらいたいと願っていま

す。そして、この２泊３日がそれぞれにとって

大切な体験の場になるよう心がけています。

また、家族にとって、このイベントは、毎

日の仕事が誰かにつながっていることを感じ

て、やりがいを感じさせてもらえる貴重な時

間になっています。写真４および写真５は、

受入式の様子と、酪農体験の際の写真です。

課題と今後の展望

恵介さんは、今後、両親が高齢になり作業

に加われなくなった時、どのような体制で経

営していくかが喫緊の課題だと考えていま

す。規模拡大を行う予定はありませんが、作

業者が減れば、必然的に家族以外の雇用か、

あるいは搾乳ロボットの導入などによる究極

の省力化も必要だと考えています。

まずは、人が働きたいと思える牧場づくり

「家族以外の人にも、恵介さんが酪農に感じ

る魅力「ゆとり」を感じてもらえるような経

営」を目標にしています。更なる牛群の改良

や飼養管理の改善により安定した経営状況

を、そして無理のない作業の効率化による週

休２日制の実現に向け努力されています。

進み続ける㈱KRSは、恵介さんを中心に、

両親が安心して退職し老後を楽しめ、働く妻

や弟、そして雇用する従業員がゆとりをもっ

て働ける経営を目指して歩み続けます。

（筆者：全国酪農業協同組合連合会指導・
企画部指導組織課長）

（写真４）受入式の様子 （写真５）体験の様子
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はじめに

このコーナーでは、畜産経営支援協議会が

これまで作成した報告書の中から「早期改善

のための畜産経営支援マニュアル」をもと

に、畜産経営の経営分析の基礎である、①畜

産経営の性格、②損益計算書の見方、③貸借

対照表の見方、④経営分析、⑤損益分岐点分

析について、数回にわたり解説します。

今回は、生産性分析及び安全性分析につい

て解説します。

３）生産性分析

収益性の基礎となる生産性とは、「収益を

あげるために行われた生産活動を計る」もの

で、何を基準におくかによって分析の種類も

いくつかに分かれます。

その１つに物的生産性分析があります。

畜産経営においては飼養家畜当たりの生産

量が最大の指標となりますが、それに関連す

る生産技術の水準を分析し、収益性を左右し

ている要因を把握するのが物的生産性分析で

す。その結果を踏まえ、生産技術の改善を促

し、生産性の向上を図ることがポイントとな

ります。

また、労働生産性分析と言われるものがあ

ります。これは投下した労働力１単位でどれ

だけの付加価値を生み出したかを計るもので

す。

以下、この労働生産性に着目して、生産性

分析について考えていきます。

最近、個別経営や地域において、「付加価

値をいかに高めるか？」ということがよく言

われます。この付加価値は、計測することが

可能です。ちなみに、日本国内のすべての事

業者の付加価値を合計したものが、GDP（国

内総生産）になります。

付加価値の計算方法は、日銀方式と中小企

業庁方式の２種類があります。ここでは日銀

方式で計算してみましょう。日銀方式は下式

の通りです。積み上げ方式で付加価値を求め

る仕組みになっています。

付加価値
＝ 経常利益 ＋ 人件費 ＋
貸借料 ＋ 減価償却費 ＋
金融費用 ＋ 租税公課

これを前号までの畜産経営事例に当てはめ

たものが図８です。

畜産経営分析の基礎を学ぶ（第５回）
―経営成果の把握―

編 集 部
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レベルアップ

法人経営の場合に、経常利益という用

語がよく使われています。図３の収入金

額と経費と各種引当金・準備金等が、下

記のように分類されます。

収入金額

→ 売上高、営業外収益、特別利益

経費と各種引当金・準備金等

→ 売上原価、販売・一般管理費、

営業外費用、特別損失

売上高は本業の収益で、ここでは畜産

経営による収益になります。売上原価は

畜産経営で直接用いた費用で、販売・一

般管理費は畜産経営で間接的に用いた費

用です。営業外収益や営業外費用（営業

控除前所得は、「当期利益＋事業主の労働

報酬部分」で、当期利益が経常利益に該当し

ます。そして、事業主の労働報酬部分は人件

費になります。専従者給与も人件費になりま

す。また、利子割引料が金融費用に、地代・

賃借料が賃借料になります。減価償却費や租

税公課は経費の中の科目名と同じです

（No．３１９号の図３参照）。

なお、付加価値は、大きく下記の４つに分

配されます。

① 経常利益 ＋ 減価償却費

→ 資本への分配

② 租税公課 → 公共への分配

③ 賃借料 ＋ 金融費用

→ 他人資本への分配

④ 人件費 → 労働への分配

すなわち、付加価値＝①＋②＋③＋④とな

ります。

付加価値全体に占める④の割合を、労働分

配率といいます。一般に、１人当たり人件費

は高く、労働分配率が高くないというのが、

経営にとっての理想です。このトレードオフ

（あちらを立てれば、こちらが立たず）の関

係にある目標の達成が、労働生産性の向上に

つながります。

例えば、機械化し、大規模技術を導入して、

１人当たりの家畜飼養頭数を増加すれば、④

のウェイトが下がり、①と③のウェイトが高

まることになります。ただし、規模拡大に際

して余りに負債に依存しすぎると、①の減価

償却費だけではなく、③も大きくなりすぎて、

経常利益や１人当たり人件費が小さくなるこ

とがありますので、最適な投資を考慮する必

要があります。このことは、次に説明する安

全性分析とも関連しています。

図９では、１人当たり売上高、付加価値、

人件費、ならびに労働分配率を労働生産性の

指標としてあげています。

付加価値 ＝ 控除前所得 ＋ 専従者給与 ＋ 減価償却費 ＋ 利子割引料 ＋ 地代・賃借料 ＋ 租税公課

１３，８４９，９９８ ＝ ８，７９５，１６９ ＋ ２，０００，０００ ＋ ２，００１，０４９ ＋ ２６６，１８０ ＋ ６７３，０００ ＋ １１４，６００

（図８） 付加価値の計算式
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外損益）は畜産経営以外の収益や費用

で、主として金融関係の収益や費用にな

ります。特別利益や特別損失（特別損益）

は通常の活動以外の特別な理由で発生し

た収益や費用になります。そして、下式

のような様々な段階での利益が計算され

ます。

●売上高 － 売上原価 ＝ 売上総利益

●売上総利益 － 販売・一般管理費

＝ 営業利益

●営業利益 ＋ 営業外収益

－ 営業外費用 ＝ 経常利益

●経常利益 ＋ 特別利益 － 特別損失

＝ 当期利益

法人経営の場合、当期利益ではなく経

常利益がよく用いられるのは、経営者の

恣意性が入らない客観的な経営成果だか

らです。例えば、経常利益がマイナス（経

常損失）でも、経営者が法人経営所有の

有価証券を売却して利益

（特別利益）を捻出した

場合、下式の時には当期

利益をプラスにすること

が可能になります。

特別利益 ＞ 経常損失

４）安全性分析

経営の負債と資産のバラン

スや支払能力を把握し、経営

の安定性・継続性を分析する

のが安全性分析です。

畜産経営においては、投資額が大きいこと、

家畜の生理的なサイクルにより投下資本が長

期にわたり回収できないという特徴があり、

固定化負債の原因とも言われています。負債

の支払能力や資金繰りの円滑化がポイントと

なります。

図１０では、安全性分析として４種類をあげ

ています。当座比率は、１年以内に返済しな

ければならない流動負債を分母に、現金や預

貯金等の流動性の高い当座資産を分子にとっ

たものです。１００％以上が望ましいとされて

います。事例では９８．８％になっており、ほぼ

望ましい水準と言えるでしょう。

流動比率は、分母は当座比率と同じで、分

子に流動資産（＝当座資産＋棚卸資産）を

とったものです。当座資産よりも流動性の劣

る棚卸資産を当座資産に加えています。２００％

以上が望ましいとされています。事例では

２５２．１％になっており、標準以上に望ましい

１人当たり売上高 ＝ 売上高 � 従事者数
１７，２８６，３１９ ＝３４，５７２，６３８� ２

１人当たり付加価値 ＝ 付加価値 � 従事者数
６，９２４，９９９ ＝１３，８４９，９９８� ２

１人当たり人件費 ＝ 人件費 � 従事者数
４，６８１，１５０ ＝ ９，３６２，３００ � ２

労働分配率 ＝ 人件費 � 付加価値 � １００
６７．６％ ＝ ９，３６２，３００ �１３，８４９，９９８� １００

（図９） 労働生産性分析の指標
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水準と言えるでしょう。

固定比率は、返済する必要のない自己資本

を分母に、１年以上経営に存在する固定資産

を分子にとったものです。固定資産はできる

だけ自己資本の範囲内で賄うことが望まし

く、１００％以下が良いとされています。事例

では、１４１．２％と１００％を上回っています。し

かし、一般に畜産経営の場合、建物・構築物

や農機具等への投資が大きく、さらには、酪

農や肉用牛繁殖経営の場合、乳用の経産牛や

繁殖牛が固定資産になります。それ故、１００％

の基準は厳しく、１５０％あたりが一つの基準

になるでしょう。

自己資本比率は、総資本に対する自己資本

の割合を計算したものです。自己資本が高い

にこしたことはないのですが、収益性が高く

成長している経営の場合、負債の割合が大き

くても、負債の元利償還に支障がなければ問

題はないでしょう。

以上のように、安全性を高めるために、負

債に依存しない経営を目指す

ことは、重要な戦略です。

しかし、規模拡大や食肉加

工・外食・マーケティングに

乗り出すためには、タイム

リーな投資が必要になってき

ます。このような投資のため

には、負債による資金調達も

必要になってくる場合があり

ます。それ故、安全性と、収

益性や生産性との間には、ト

レードオフの関係があると言

えます。

レベルアップ

固定比率は、固定資産を自己資本で

割ったものです。

負債の中でも１年以上にわたって返済

する固定負債は、流動負債に比べて安定

的な資金の調達になります。そこで、分

母の自己資本に固定負債を加えて、固定

資産を割ったものが、固定長期適合率に

なります。

この場合は、１００％以下の基準を適用

することが妥当でしょう。表３のデータ

で実際に計算してみてください。７７％と

なり、望ましい状態にあることが分かり

ます。

以上、生産性分析及び安全性分析について

ポイントを説明しました。次号では、損益分

岐点分析について解説します。

当座比率 ＝ 当座資産 � 流動負債 � １００
９８．８％ ＝ ２，７７８，６１８ � ２，８１２，４２２ � １００

流動比率 ＝ 流動資産 � 流動負債 � １００
２５２．１％ ＝ ７，０９０，１７７ � ２，８１２，４２２ � １００

固定比率 ＝ 固定資産 � 自己資本 � １００
１４１．２％ ＝ １４，５５３，４９１ � １０，３０８，７２９ � １００

自己資本比率 ＝ 自己資本 � 総資本 � １００
４７．６％ ＝ １０，３０８，７２９ � ２１，６４３，６６８ � １００

（図１０） 安全性分析の指標



［平成28年7月分］

（表１）補塡金単価の算定（全国） 単位：円／頭
区 分 肉専用種（地域算定県を除く） 交 雑 種 乳 用 種

粗収益 A １，２８０，９２４ ７５７，９９９ ４５８，３９５
生産コスト B １，０４７，００７ ７４２，８６２ ４８０，７５３
差額 C＝A－B ２３３，９１７ １５，１３７ △ ２２，３５８
暫定補塡金単価 D＝C╳０.８ ― ― １７，８００
補塡金単価（概算払） D－４，０００ ― ― １３，８００
注：平成２６年４月分から、消費税抜きで算定しています。

１００円未満切り捨て

平成２８年７月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業
実施要綱附則９の概算払の補塡金単価について、表１および表２の通り公表しました。
また、平成２８年７月に販売された生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛に適

用する補塡金単価については、表３の通り公表しました。
なお、補塡金単価の確定値については、１１月上旬に公表する予定です。

（表３）補塡金単価（概算払）（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）
単位：円／頭

肉専用種 交 雑 種 乳 用 種
― ― １０，３００

注：補塡金交付額に見合う財源が不足する場合等、上記補塡金単価を減額することがあります。

（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）
の補塡金単価（概算払）について

（表２）補塡金単価の算定（地域算定県・肉専用種）※ 単位：円／頭
岩手県（日本短角種） 広島県 福岡県 佐賀県 長崎県

― ― ― ― ―
熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県

― ― ― ― ―
※ 各県の算定結果です。
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哺乳の工夫
㈱三重加藤牧場では、子牛の鳴き声対策のために、子牛は生後３日で親から離し、哺乳ロ

ボットで育てています。２～３ヵ月一緒に過ごした後に親から離すと、母と子はお互いを探
しあい、声が出なくなるまで鳴き続けるそうです。牧場と住宅地の距離が近いため、鳴き声
対策として、このような取り組みを行っています。
ところが、哺乳ロボット（写真１、２）になじまないと、和子牛は死ぬまでミルクを飲ま

ないそうです。そこで、コンパネで作ったカウハッチ（写真３）に子牛を入れ、哺乳瓶から
ミルクを与えることで、哺乳瓶の乳首に馴れさせます。哺乳瓶に馴れたら哺乳ロボットで育
て、ミルクを一定量飲むよう管理しています。また、一定量を飲まなかった子牛については

㈱三重加藤牧場の取り組み ②子牛への哺乳や快適な環境づくり
（一社）三重県畜産協会 谷口 萌子

社長の加藤勝也さん （写真１）哺乳ロボットからミルクを飲む子牛

（写真２）哺乳ロボット （写真３）子牛の手作りハッチ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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快適な環境づくり

（筆者 （一社）三重県畜産協会 価格対策課 主事）

検温するなど、体調管理をしています。
加藤牧場では、業務用食器洗浄機を改良した哺乳瓶

洗浄機をスズカン㈱と共同開発し、使用した哺乳瓶は、
この洗浄機で洗浄・消毒をしています（写真４）。洗
浄から消毒までを機械化することにより、洗浄の仕方
に個人差がなくなり、洗いあがりを均一化することが
できます。また、洗浄時間を計測したところ、１回１２
本当たり１分３０秒と、短時間で洗浄作業を終えること
ができました。

（１）敷料
加藤牧場の敷料は、もみ殻を使用しています。とこ

ろが、もみ殻だけを敷料に使用すると、もみ殻は水分
の吸収が悪いため、すぐにベタベタになってしまいます。そこで、戻し堆肥を１０～１５cm敷き、
その上にもみ殻を敷くことを考えました（写真５）。下に堆肥を敷くことで、もみ殻を通過
した糞尿は堆肥中の微生物によって分解され、臭いの発生を抑えられます。もみ殻の吸水力
が悪い点を逆に利用した、加藤さんの大発見です。
また、もみ殻は近隣農家から譲ってもらいます。足りない分については購入していますが、

おが粉に比べて低価格で購入できるため、経費の節減にもなっています。
（２）ストレス対策
加藤牧場で育った牛の味がよいのは、オカラ飼料の給餌と、牛のストレスが少ないことに

よります。繁殖牛の牛舎には肉用牛では珍しいマッサージブラシを設置したり、粗飼料のロー
ルをお手製のステージ上に置きいつでも食べられ
るようにしているなど、ストレスを感じないよう
に工夫しています。
臭いがないこと、鳴き声がないこと、ハエがい

ないことは、牛にとってもストレスの軽減につな
がり、快適に過ごすことができます。
このような環境で生産した牛肉は、脂肪酸組成

等を分析した結果、糖分やアミノ酸含有量が多く、
科学的にも味がよいことが証明されています。

（写真４）哺乳瓶洗浄機

（写真５）もみ殻と戻し堆肥の敷料
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